
























































期までの「舞台芸能」と「踊り」から、 世紀半ば以降の「仮装行列」へ、さらに 世17 18





第 段階では、 世紀半ばにおいて「仮装行列」という祭礼内容に転換し、これには2 17
従前よりの有力な特定の城下町住民に限らず、近世の町人町である三筋町の町人層になる
という 祭礼内容の担い手の変化が連動している 仮装行列 は 徳川幕府が関与した官、 。「 」 、
祭において 世紀前期から顕著にみられた祭礼内容であったことを、和歌山の東照宮祭17
礼や奈良の春日若宮祭礼、江戸の天下祭の検討を通して導出する。
、 「 」 「 」さらに 上野では 仮装行列 という祭礼内容に 世紀半ばから 世紀にかけて 車18 19
、 。 、 「 」 、が付加されており これを第 段階と位置づける ただし 祭礼内容への 車 の付加は3
、 、 、上野では人形車や楼車を採択する町 また これらを採択しない町があるといったように





、 、 、た 苧絈や木綿 古手などを扱った枝町の新興商人を交えて当番制で祭礼入用金を納付し
多くの曳き手によって巡行されていたのが 世紀末期よりの楼車という「車」であった18
ことを明らかにする。
第 章「下野国烏山城下町における祭礼内容とその担い手の変化」では 「赤坂町祭礼4 、
記録 等の町方史料に依拠し 烏山城下町の祭礼内容には 舞台芸能 がおこなわれてい」 、 、「 」
た中近世移行期の段階から 仮装行列 が採択された 世紀半ばの段階へ そして 仕、「 」 、 、「17
掛芝居屋台」に転換された 世紀後期以降へという 段階の変化がみられたことを明ら17 3
かにする。
まず 操り・相撲・神楽・獅子・嶋原などの 舞台芸能 が祭礼内容の中心であり 元武、 「 」 、
士の重立によって参画され、社前において奉納されてきた、中近世移行期から 世紀前17
期までの牛頭天王祭礼を第 段階と位置づける。1
次に 「仮装行列」という祭礼内容を 「町」を単位に町屋敷の各戸主が担う祭礼組織が、 、
整えられた 世紀半ばを第 段階と位置づける。17 2



















野では 仮装行列 の採択時期が異なるため 仮装行列 とその担い手としての各町町人「 」 、「 」
の出現は、藩による意思決定とともに、近世城下町における町人町の確立期を示す一指標
であることを明らかにする。上野と烏山の両城下町祭礼の内容とその担い手の変化を指標






上野および烏山の両城下町においては ともに 車 の付加という祭礼内容への変化がみ、 「 」
られたが 「車」を伴う祭礼内容への転換は、上野が 世紀半ば以降、烏山が 世紀後、 18 17
期以降と、その開始期に明確な遅速がある。
「 」 、 、祭礼内容に付加された 車 が 藤堂藩の津城下町においては人形屋台であったのに対し
同藩の上野においては、人形車とともに 世紀末期以降には京型の楼車がみられた。一18
方、烏山においては、江戸の天下祭では享保 年（ ）に禁止となった人の所作を伴う6 1721
、 、「 」 。屋台を 町人等が復興させ 仕掛芝居屋台 の興行に一本化されていたことを指摘する
これらから、第 回目の画期である「車」を伴う祭礼内容への変化は、城主以上に、城下2
町町人層の意思決定が反映された結果であったことを解明する。
上野における祭礼内容への「車」の付加には、 世紀半ばに人形車が、 世紀末期以18 18
降に楼車の採択がみられた。江戸において、人の所作を伴った屋台が享保 年（ ）に6 1721
禁止されて、人形を中心としたものに変更させられていたことを考量すると、いかなる
18「 」 、 。車 が採択されていたのかは 城下町町人の意思を図る指標となり得る 上野町人は
世紀半ば 仮装行列 を残した上で人形車を出していたことから 江戸の祭礼文化に則し、「 」 、































、 、 、1 17 2回目の画期は 世紀半ばにおける藩を中心とした意思決定であり 第 回目の画期は
世紀後期以降の城下町町人による意思決定であったと意義づけられる。第 回目の画17 1
期である 世紀半ばにおける藩による城下町の祭礼内容とその担い手の変化は、両城下17















第 章「結論」では、伊賀国上野および下野国烏山の両城下町における第 回目の画期6 1
である 「仮装行列」型の祭礼内容が出現した 世紀半ばは、藩の主導による近世城下町、 17
における町人町の確立期を示し、第 回目の画期である「車」の付加という祭礼内容の変2
化は、両城下町における町人層の変化の大きさに応じて、地域的差異をもって出現してい
たと結論づける。祭礼内容およびその担い手の変化のあり方を基準にして、今後、他の城
下町祭礼を検討すると、従来は見えにくかった戦国期城下町から近世城下町への町人層の
転換の度合いやその時期、近世城下町の成立後における町人層の変化、それらの地域によ
る差異とその要因などの歴史地理学的課題について、さらに解明できることを提示する。
